手の腱損傷治療の実際

[image: C:\Users\hmseirei\Desktop\DSCN4628.jpg]講演では屈筋腱損傷の新鮮例と陳旧例の私どものセンターでの治療法および結果について主にお話しさせていただきます。新鮮例では縫合法およびその注意点、術後の早期運動訓練の実際について提示いたします。治療の基本は早期運動をしても再断裂しない縫合法、最近では様々な縫合法の縫合法がありますが、複雑な縫合法より簡単な縫合法を選択すべきと考えています。早期運動も確実に縫合部の腱滑走を確保するために自動屈曲訓練もしくはFlexion holdの訓練は必須と考えます。陳旧例では信州大学の先生方と共同で仕事をさせていただいている滑膜内腱移植の当院での方法および結果も提示いたします。また講演時間に余裕があれば少しだけ伸筋健損傷の治療についても話させていただきます。
　信州は私が生まれ育ったところですので、そちらに伺い講演させていただくことを非常に楽しみにしております。よろしくお願い申し上げます。
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